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ࡣ 10 代のスポーツライフについて調査を実施している．10 代の運動・スポーツ実施≧ἣに




ࡣྠᵝの調査を 2012 年にࡶ実施しており，ࡑࢀによると「週 5 回以上，1 回 120 分以上，
運動強度『ややきつい』以上」の「レベル 4」ὀ）の๭合ࡣ 262，「㐣ཤ 1 年㛫にࡲࡗたく
運動・スポーツをし࡞かࡗた（0 回/年）」の「レベル 1」の๭合ࡣ 130と࡞ࡗており，大
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図 2 ケース 㻝 の検証モデル 
 













































図 2 ケース 㻝 の検証モデル 
 



















































































































































































 ὀ 1）SSF 笹川スポーツ財団による「青少年のスポーツライフデータ−10 大のスポーツラ
イフに関する調査報告書−」において，2013 年の報告からࡣ運動・スポーツ実施レベルとし






年 1 回以上，週 1 回未満（1〜51 回/年）」，「レベル 2：週 1 回以上週 5 回未満（52〜259 回/
年）」，「レベル 3：週 5 回以上（260 回以上/年）」，「レベル 4：週 5 回以上，1 回 120 分以上，





























52 人文論集　第 51 巻
大学生の運動・スポーツ活動と生活満足度の関連に関する質的研究 ⑴
－「継続」と「再社会化」の視点から－
